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　一般質問の録画放送をイン
ターネットで見ることができ
ます。（詳細は下段）

＊

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政

全
般
に
つ
い
て
、
22
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（..

）
内
に
は
、
各
会
派
等
か
ら
の

質
問
申
し
出
時
間
を
記
載
し
て
い
ま

す
。

会派名など 質問者数 質問時間
水　曜　会 6人 370分
公　明　党 7人 215分
誠　友　会 3人 195分
市 民 連 合 2人 150分
日本共産党 2人 130分
新政クラブ 1人 .80分
無　所　属 1人 .30分

連つ
れ
い
し石　

武た
け
の
り則

水
曜
会

（
60
分
）

Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は

８
地
域
以
外
で
、
民
間
事
業
者
に
よ
り

整
備
さ
れ
て
い
る
。
光
フ
ァ
イ
バ
に
よ

る
高
速
通
信
環
境
の
整
備
は
、
新
し
い

生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
暮
ら
し
の
実

現
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に

高
速
通
信
環
境
は
、防
災
、産
業
活
動
、

観
光
振
興
、
医
療
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
活
用
で
き
る
も
の
で
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
基
盤

に
な
る
と
考
え
る
。　

　
光
フ
ァ
イ
バ
の
未
整
備
地
域
に
つ
い

て
は
、
整
備
実
現
に
向
け
て
国
の
高
度

無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
も
活
用
し
つ

つ
、
民
間
事
業
者
を
支
援
し
、
着
実
に

取
り
組
み
を
進
め
る
。

答

光
フ
ァ
イ
バ
は
熊
野
町
な
ど
の

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

国
は
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　
新
た
な
生
活
様
式
の
確
立
に
は
光

フ
ァ
イ
バ
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
る
が
、
本
市
の
状
況
と
今
後
の

方
向
性
は
。

ダ
ム
の
事
前
放
流
は

問

国
は
ダ
ム
の
事
前
放
流
の

ル
ー
ル
を
設
定
し
、
こ
の
梅
雨
時
期

か
ら
の
運
用
を
示
し
た
。
芦
田
川
水

系
の
多
目
的
ダ
ム
は
治
水
、
利
水
の

役
割
を
担
う
が
、
今
後
の
運
用
は
。

　
ま
た
、
農
業
用
た
め
池
も
事
前
に

水
位
を
下
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
か

と
思
う
が
、
考
え
は
。 石い

し
ぐ
ち口　

智さ
と

志し

水
曜
会

（
60
分
）

答

ダ
ム
上
流
の
予
測
雨
量
が
ダ
ム

ご
と
の
基
準
降
雨
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
基
本
に
大
雨
が
予
測
さ
れ
る
３
日
前

か
ら
放
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

国
は
で
き
る
限
り
利
水
に
影
響
が
な
い

よ
う
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、市
民
生
活
の
安
心・

安
全
の
確
保
を
第
一
に
、
国
、
県
は
じ

め
関
係
利
水
者
と
連
携
し
て
情
報
共
有

や
水
運
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
農
業
用
た
め
池
も
下
流
の
安
全
の
た

め
に
は
低
水
位
管
理
が
必
要
と
考
え
る
。

今
年
度
は
管
理
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る

約
１
２
０
０
カ
所
の
た
め
池
に
つ
い
て

も
新
た
に
低
水
位
管
理
を
お
願
い
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
は

喜き

だ田　
紘こ

う
へ
い平

水
曜
会

（
70
分
）

防
止
と
社
会
経
済
活
動
再
開
の
両
立
を

図
る
た
め
支
援
策
の
検
討
を
重
ね
、
積

極
的
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

②
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
児
童
虐
待

の
増
加
や
発
見
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

支
援
の
必
要
性
が
高
い
子
ど
も
を
き
め

細
か
く
見
守
る
体
制
を
強
化
す
る
。

③
学
力
補
充
日
、
自
由
登
校
日
等
の
設

定
、
学
習
塾
と
の
連
携
等
、
選
択
で
き

る
学
習
機
会
の
提
供
を
検
討
し
て
い
る
。

④
従
来
の
学
校
の
価
値
観
や
体
制
の
問

い
直
し
を
求
め
取
り
組
ん
で
お
り
、
社

会
と
と
も
に
学
校
の
姿
も
変
わ
る
と
考

え
る
。
未
来
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ

う
、
子
ど
も
主
体
の
学
び
を
追
求
す
る
。

答

①
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
影
響
が

広
が
り
、
長
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
感
染
拡
大

問

①
経
済
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

②
子
ど
も
の
虐
待
へ
の
影
響
は
。

③
児
童
生
徒
の
学
力
補
充
は
。

④
今
後
の
教
育
の
在
り
方
は
。


